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和
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代
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一
般
質
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ま
ち
の
声

令
和
6
年
度
予
算

ごこちを実現せよ！
3011万円

定例会３月会議は、25日間の日程で行われました。町長から　　  出された案件は 36 件でした。
その他に議員発議２件が提出され 38 議案を審議し全て可決　　 しました。予算決算常任委員会では各担当課に質疑を行いました。
賛否の分かれたものは、予算２件、計画２件、条例２件で　　 したが、賛成多数で可決となっています。
発議案３件は賛成多数で採択されました。（詳しくは12～13     ページ）
代表質問は３会派、一般質問は議員が行い、それぞれ教育、　　  環境、 防災、介護、農業などについて町の考えを質しました。

歳　入
152億
3011万円

町税
33億1119万円
（21.7％）

分担金・負担金
使用料・手数料
2億1020万円（1.4％）

繰入金(基金など)
7億2872万円（4.8％）

その他
10億8928万円
（7.2％）

地方交付税
44億2689万円
（29.0％）

譲与税・交付金
13億9722万円
（9.2％）

国・県支出金
35億8058万円
（23.5％）

町債(借入金)
4億8603万円（3.2％）

令
和
6
年
度
は
、
第
三
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
初
年

度
に
当
た
り
ま
す
。﹁
暮
ら
し

心
地
の
良
い
ま
ち
﹂
の
実
現
に

向
け
、
各
分
野
に
お
い
て
前
期

で
取
り
組
ん
だ
成
果
を
振
り
返

り
、
事
業
内
容
や
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
後
期
の
4
年
間
に

向
け
て
、
多
く
の
分
野
で
成
果

が
現
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
常

識
が
次
々
と
変
わ
る
よ
う
な
時

代
の
転
換
期
の
ま
っ
た
だ
中
を

生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
に
お
い
て
も
、
変
わ
ら
ず
に

大
切
な
町
民
の
暮
ら
し
を
守

る
と
と
も
に
、
よ
り
豊
か
で
魅

力
あ
ふ
れ
る
町
の
未
来
を
築
き

上
げ
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
新

た
な
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

町長所信表明

歳入のポイント
・町税は、個人町民税等の減に

より33億1119万円
（前年比1億5649万円減）

・地方交付税は、44億2689万円
（前年比3189万円増）

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
脱
炭
素
先
行
地

域
事
業
、
七
久
保
こ
線
橋

補
修
事
業
、
学
童
保
育
施

設
新
設
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
扶
助
費
な
ど
の
増

加
に
よ
り
予
算
総
額
が
、

過
去
最
大
の
１
５
２
億
３

０
１
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
国
・
県
か
ら
の
支
出

金
は
35
億
８
千
万
円
ほ
ど

で
前
年
と
比
べ
て
５
億
２

６
０
０
万
円
増
え
、
事
業

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
町
税

予
算
の
特
徴

項  目 適        要

自主財源
（町が自力で

収入できる
お金）

町税 町民税や固定資産税など

繰入金 一般会計、特別会計、基金等の
会計間を移動するお金

その他 分担金、負担金、使用料、手数
料、寄付金など

依存財源
（国・県など
から、交付、
割り当てら
れるお金）

地方
交付税

町の財政需要の状況により国か
ら配分されるお金

国庫
支出金

事業を行うために国から交付さ
れるお金

県支出金 事業を行うために県から交付さ
れるお金

町債 事業を行うために国などから借
りるお金

その他 地方消費税交付金、利子割交付金、
交通安全対策特別交付金など

歳入

令和6年度
一般会計予算

金額・％は端数処
理のため合致しな
い場合があります。

ごこちを実現せよ！
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算
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質
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一
般
質
問

ま
ち
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声

令
和
6
年
度
予
算

多様性のある暮らし
定例会３月会議は、25日間の日程で行われました。町長から　　  出された案件は 36 件でした。
その他に議員発議２件が提出され 38 議案を審議し全て可決　　 しました。予算決算常任委員会では各担当課に質疑を行いました。
賛否の分かれたものは、予算２件、計画２件、条例２件で　　 したが、賛成多数で可決となっています。
発議案３件は賛成多数で採択されました。（詳しくは12～13     ページ）
代表質問は３会派、一般質問は議員が行い、それぞれ教育、　　  環境、 防災、介護、農業などについて町の考えを質しました。

歳　出
152億
3011万円

民生費
48億7068万円
（32.0％）

総務費
24億4510万円
（16.1％）

衛生費
17億1575万円
（11.3％）

土木費
14億118万円
（9.2％）

農林水産業費
13億3309万円
（8.7％）

公債費(借金の返済)
12億235万円
（7.9％）

消防費
5億8745万円
（3.9％）

その他
776万円（0.1％）

商工費
3億3346万円
（2.1％）

教育費
11億8921万円
（7.8％）

議会費
1億4408万円
（0.9％）

歳　入
152億
3011万円

町税
33億1119万円
（21.7％）

分担金・負担金
使用料・手数料
2億1020万円（1.4％）

繰入金(基金など)
7億2872万円（4.8％）

その他
10億8928万円
（7.2％）

地方交付税
44億2689万円
（29.0％）

譲与税・交付金
13億9722万円
（9.2％）

国・県支出金
35億8058万円
（23.5％）

町債(借入金)
4億8603万円（3.2％）

２月２６日～３月２１日

定例会
3月会議

会　計　名 令和6年度予算 令和5年度予算 議決内容
一般会計 152億3011万円 144億  413万円 可　決
国民健康保険事業会計 30億7231万円 32億4793万円 可　決
後期高齢者医療会計 4億1280万円 3億6760万円 可　決
介護保険事業会計 36億4902万円 34億9060万円 可　決
介護予防サービス計画事業会計 743万円 690万円 可　決

下水道事業 令和6年度予算 令和5年度予算 議決内容
収益的支出 13億  319万円 13億1157万円

可　決
資本的支出 8億9579万円 7億9194万円

歳出のポイント
・産後ケア事業
・遠距離通学補助
・鳥獣被害対策
・空き家再生・活用事業

補助金
・地球温暖化対策費
　詳しくは次ページで

歳出

は
、
税
制
が
変
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
１
億
５
６
０
０

万
円
ほ
ど
の
減
を
見
込
み

ま
す
。

令
和
６
年
度
の
町
の
借

入
金
は
、
約
４
億
８
６
０

０
万
円
を
見
込
み
ま
す
。

借
金
の
返
済
は
約
12
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
校
舎
の
活
用
、
新

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
町

営
住
宅
の
建
て
替
え
な
ど

建
設
前
の
調
査
も
予
算
に

入
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
良

い
も
の
と
な
る
よ
う
、
議

会
と
し
て
も
注
視
し
て
い

き
ま
す
。（
詳
し
く
は
Ｐ

4
に
）

過去最大152億

項　目 適        要

民生費 高齢者福祉や障害者福祉、保育所
の運営など社会保障にかかる経費

総務費 情報通信基盤などの維持管理、行
政事務などにかかる経費

衛生費 保険・衛生・環境などの業務に係
る経費

土木費 道路・公園河川などの建設や維持
管理にかかる経費

農林水産業費 農林・畜産業の振興などにかかる
経費

公債費 事業のために国などから借りたお
金の元利償還金

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体
育事業などにかかる経費

消防費 防災や災害時の活動などにかかる
経費

商工費 商工業や観光の振興に充てる経費

議会費 議会運営にかかる経費

その他の経費 諸支出金、予備費などの経費

多様性のある暮らし
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令
和
6
年
度
予
算こんな予算に注目し

たよ!
こんな予算に注目し

たよ!
こんな予算に注目し

たよ!

産後ケア事業（36人分）

・５つの産科医院と契約、産後の経過に心配な
人に対して利用を促す。

・日帰りのみの利用で自己負担2000円、送迎は
なし。

答

問 産後ケアは、どのように進めていくのか。
ガイドラインにより母親が休める居室と子
どもを見る居室を備え、各医療機関で体制

を取る。母子手帳の交付時に説
明するが、産後の様子で心配な
人に活用を促す。

遠距離通学費補助金
（定期券購入費の2分の1以内）

・小学生　通学片道２㎞以上、定期券を購入し通
学する児童

・中学生　通学片道4㎞以上、定期券を購入し12
月1日から翌年3月31日までの期間通
学する生徒

鳥獣被害対策事業
・農作物などの被害防止のための電気柵、捕獲

した野生動物の埋設処分費用や緩衝地帯づく
りへの支援をするもの

空き家再生・活用事業補助金（2件分）

・空き家を地域の活性化に活用するための改修補助金

なぜ、2分の1補助か。全額補助はできないか。
他の自治体でも同じ補助率でやっていて、
持続的にしたい。生活困窮のためではなく、
子育て支援として
行いたい。

答

問

農作物被害を軽減できるのか。市街地での
対応は。
緩衝帯作りの取り組みと見回りサポート隊
の処分費用の上乗せを考えている。
城山公園にAIカメラの設置や音を出す機器
で寄せ付けない方法を考える。

答

問

マッチングするための取り組みは。
地域の活性化に活用するための改修費であ
り、2件の相談を受けているが、初期投資
が必用な人に活用を知らせる。

答

問

脱炭素先行地域事業（みくまるっと）
・太陽光発電、蓄電池、空調、給湯、住宅断熱

改修などCO2削減に向けての設備へ補助するも
の、そのための人員や体制づくりの費用も含む

事業の推進は。
脱炭素センターへの支援として、
住民の仕様書を書く支援
を行うため職員を配置す
る。

答

問

令和６年度

64万円 67万円

370万円

200万円 4億363万円

こんな予算に注目し
たよ!



議会だより　　　   No.209　令和6年4月24日発行5

令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

令
和
6
年
度
予
算

暮らし心地の
　　良いまちへ

令和6年度の一般会計、特別会計、下水道事業会計を予算決算常任委員会にて審査
をしました。審査の結果は意見を付して、議長に提出しています。質疑の一部を掲載
します。
　 　 は予算決算常任委員会から提出した審査意見です。

令和６年度予算 集中審議

意見

予算決算常任委員会

夫
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

地
域
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
計
画
の
策
定
に

お
い
て
は
、
地
域
が
協
議
を

十
分
に
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

支
援
さ
れ
た
い
。

「
地
域
計
画
」
の
策
定

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
農

業
者
と
の
協
議
を
踏
ま
え
進

捗
状
況
と
課
題
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

利
用
意
向
調
査
を
行
い
、

そ
の
回
収
率
を
上
げ
る
活
動

を
し
て
き
た
。
地
域
で
の
話

し
合
い
に
人
が
集
ま
る
か
が

課
題
だ
が
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
を
つ
く
り
、
部
門
ご
と

の
話
し
合
い
を
す
る
な
ど
工

答

意見

問

農
政
課

地
域
計
画
の
進
捗
状
況
と
課
題

佐々木純子
委　員

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
地
区
公

民
館
に
配
布
な
ど
工
夫
し
て

い
る
。
国
の
取
り
組
み
で
あ

る
結
婚
支
援
補
助
金
な
ど
も

活
用
し
な
が
ら
、
進
め
て
い

き
た
い
。

若
者
の
出
会
い
や
結

婚
に
関
し
て
の
相
談
が
あ
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

結
婚
を
望
む
人
全
て
を

対
象
と
し
て
、
ｉ-

サ
ポ
の

活
用
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、

答 問

企
画
課

若
者
の
出
会
い
支
援

藤原  惠子
委　員

部
に
団
員
一
人
に
つ
き
３
千

円
と
考
え
て
い
る
。
交
付
金

が
使
用
可
能
な
例
を
提
示
し

な
が
ら
、
使
途
は
各
分
団
に

任
せ
た
い
。

消
防
団
運
営
交
付
金
の

分
配
や
使
途
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

分
配
は
団
本
部
に
30
万

円
、
各
分
団
に
2
万
円
、
各

問答

消
防
防
災
課

消
防
団
運
営
交
付
金

阿部  秀一
委　員

た
め
、
継
続
的
な
保
守
・
運

用
も
含
め
て
委
託
す
る
予
定
。

委
託
先
の
変
更
と
な
る
自
治

体
も
含
め
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十

分
注
意
す
る
。

構
築
後
の
保
守
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
な
ど
を
考
え
、
行

政
内
で
運
用
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
委
託
先
を
変
更
す
る

場
合
の
想
定
は
あ
る
か
。

専
門
的
な
分
野
で
あ
る

問答

総
務
課

電
子
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

吉田  和希
委　員

消防団第１分団（日詰地区） 屯所
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令
和
6
年
度
予
算

活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

に
関
し
て
の
負
担
金
と
考
え

て
い
る
。
事
業
が
出
て
き
て

大
き
く
動
き
出
す
場
合
、
で

き
る
範
囲
で
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

農
村
青
年
ク
ラ
ブ
の
補

助
金
は
金
額
と
し
て
少
な
い

と
考
え
る
が
、
そ
の
金
額
の

根
拠
は
何
か
。
農
業
振
興
に

関
わ
る
若
者
た
ち
の
活
動
に
、

も
う
少
し
手
厚
い
支
援
な
ど

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

活
動
に
対
し
て
評
価

す
る
支
援
金
と
い
う
よ
り
、

農
政
課

農
村
青
年
ク
ラ
ブ
補
助
金

問答

温
泉
保
養
公
園
管
理
運

営
事
業
に
お
い
て
は
、

観
光
振
興
の
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
て
施
設
改
善
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

温
泉
保
養
公
園
施
設
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
進
捗

は
。
ま
た
、
そ
の
ゴ
ー
ル
を

ど
こ
に
設
定
し
て
い
る
か
。

令
和
5
年
度
か
ら
あ
づ

ま
ね
エ
リ
ア
の
調
査
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
ラ
・
フ
ラ
ン

ス
温
泉
館
の
改
修
を
ゴ
ー
ル

と
し
て
い
る
。

問答

商
工
観
光
課

温
泉
保
養
公
園
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

確
保
が
課
題
だ
が
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
の
観
点

か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
補
助
の
対
象

者
を
高
校
生
ま
で
拡
大
す
る

よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
補
助
を
高
校
生
ま
で
拡

大
で
き
な
い
か
。

高
校
生
は
約
９
０
０
人
。

拡
大
は
考
え
て
い
る
。
財
源

答

意見

問

健
康
福
祉
課

予
防
接
種
補
助

グ
リ
ッ
ド
施
工
・
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
熱
利
用
設
備
の
施
工

を
目
指
し
、
進
め
て
い
き
た

い
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
施
策
編
）

の
着
実
な
実
行
に
努
め
ら
れ

た
い
。

脱
炭
素
先
行
地
域
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
本
年
度
の

事
業
の
構
想
は
具
体
的
に
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

住
民
・
事
業
者
へ
の
間

接
補
助
を
１
５
６
件
見
込
ん

で
い
る
。
令
和
8
年
度
の
ラ・

フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
マ
イ
ク
ロ

地
球
温
暖
化
対
策
課

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業

問答

意見

る
計
算
で
あ
り
、
町
の
ご
み

は
減
少
し
て
い
る
。
一
人
一

人
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

取
り
組
み
た
い
。

盛
岡
・
紫
波
地
区
環
境

施
設
組
合
の
負
担
金
が
増
加

し
て
い
る
が
、
紫
波
町
の
ご

み
が
減
れ
ば
負
担
金
の
額
は

抑
え
ら
れ
る
の
か
。
減
量
の

取
り
組
み
は
。

委
託
費
や
設
備
の
更

新
で
負
担
金
が
増
え
て
い
る
。

ご
み
が
減
れ
ば
負
担
金
は
減

環
境
課

ご
み
減
量
の
取
り
組
み

問答

い
た
め
、
ま
だ
町
全
体
が
完

了
す
る
め
ど
が
な
い
。
町
単

独
補
助
金
を
創
設
し
た
い
が

当
初
の
予
算
で
は
厳
し
い
。

町
全
体
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
。

紫
波
南
大
橋
で
効
果
は

わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
の

ま
ま
の
補
助
制
度
で
は
難
し

答 問

土
木
課

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

根水  康博
委　員

細川  惠一
委　員

熊谷  育子
委　員

鈴 木   博
委　員

北 條   聡
委　員

佐藤  光夫
委　員

意見
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

令
和
6
年
度
予
算

税
世
帯
を
対
象
に
お
店
で

利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券

を
送
る
。

第
９
期
計
画
に
対
応

し
、
多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
支

援
体
制
の
強
化
に
努
め
ら

れ
た
い
。

現
物
給
付
か
ら
お
む

つ
ク
ー
ポ
ン
に
変
わ
る
が

内
容
は
。
需
要
は
満
た
せ

る
か
。保

健
福
祉
事
業
と
し

て
対
応
す
る
。
要
介
護
3

以
上
で
在
宅
で
常
時
お
む

つ
を
使
用
し
て
い
る
非
課

答

意見

問

介
護
保
険
特
別
会
計
長
寿
介
護
課

家
族
介
護
用
品
給
付

空
き
家
バ
ン
ク
登
録

数
の
増
加
に
取
り
組

み
、
若
者
・
移
住
者
が
住

宅
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

努
め
ら
れ
た
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

を
増
や
さ
な
い
と
活
用
で
き

な
い
の
で
は
。

現
在
、
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
は
0
件
。
登
録
数

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。 都

市
計
画
課

若
者
・
移
住
者
空
き
家
取
得

問答

意見

及川ひとみ
委　員

遊
び
場
の
整
備
計
画

は
な
い
。
今
後
総
合
的
に

検
討
す
る
。

県
の
補
助
が
あ
る
が
、

悪
天
候
時
や
冬
季
で
も
安
心

し
て
遊
べ
る
屋
内
の
遊
び
場

整
備
の
考
え
は
。

こ
ど
も
課

子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場
整
備

問

答

阿部美佳子
委　員

と
を
周
知
し
、
受
診
の
働
き

か
け
を
し
て
い
く
。

疾
病
予
防
に
向
け
、

特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

健
診
受
診
率
向
上
の

取
り
組
み
は
。

健
診
実
施
の
地
区
割

は
あ
る
が
、
ど
こ
で
も
受
診

で
き
る
体
制
に
し
て
い
る
こ

問答

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
町
民
課

特
定
健
康
診
査

意見

細 川   久
委　員

村上みさと
委　員

安
全
・
安
心
な
住
環
境

の
確
保
に
向
け
、
下
水

道
事
業
及
び
浸
水
対
策
な
ど

必
要
な
整
備
に
努
め
ら
れ
た

い
。

下
川
原
ポ
ン
プ
場
の

更
新
工
事
の
内
容
は
。

低
圧
機
と
受
電
機
の

老
朽
化
に
起
因
す
る
停
電

を
防
ぐ
た
め
の
設
備
更
新

を
行
う
も
の
。

答

意見

問

下
水
道
事
業
会
計  

下
水
道
課

水
害
対
策

浅沼  有朋
委　員

い
る
。
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
で
事
故
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

導
入
に
よ
り
ど
の
よ
う

に
効
率
化
さ
れ
る
の
か
。

登
降
園
の
管
理
、
保

護
者
連
絡
の
円
滑
化
、
事

務
の
効
率
化
を
見
込
ん
で

こ
ど
も
課

保
育
所
業
務
効
率
化
シ
ス
テ
ム

問答
髙橋  敬子

委　員

紫
波
中
央
駅
の
利
便
性

は
向
上
し
て
い
る
が
、
令
和

５
年
に
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
が

完
成
し
た
古
館
駅
、
日
詰
駅

の
両
駅
が
無
人
駅
と
な
る
。

対
応
は
。エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
の

新
規
の
整
備
を
行
っ
て
き
た

が
、
無
人
化
に
つ
い
て
は
、

公
共
交
通
担
当
が
進
め
て
い

る
。
方
向
性
が
決
ま
っ
た
段

階
で
必
要
に
応
じ
て
対
応
し

た
い
。

都
市
計
画
課

古
館
・
日
詰
駅
の
無
人
化

問答
橋浦  栄一

委　員

古館駅
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

3
月
会
議

反  対 賛  成

土地利用の方針、財政フレーム、政策分野別方針についての基本計画

第三次紫波町総合計画基本構想を実現するための
後期4年間の基本計画を策定するものです。

　　　後期計画の見直しを加えた項目（抜粋）

★農家所得が向上し、個々の経営体の経営が安定する。
★町内外の人が町に関わりを持つ機会がある。
★妊娠期から子育て期まで安心して過ごすことができ、子どもが健やかに成長する。
★より良い学校教育環境が確保されている。
★豊かな人間性・社会性と健やかな体が形成されている。

討　論 反  対

村 上 みさと 議員
計画全体を否定するも
のではないが、子ども
の人権に配慮のない計
画には賛成できない。

第三次紫波町総合計画後期基本計画　議案第12号
令和6年度～ 9年度

北 條  聡 議員
温暖化による影響を最
小限に抑え、後世につ
なげる重要な計画。

髙 橋 敬 子 議員
太陽光を導入しても火
力発電が必要で2重投
資。脱炭素は破綻する。

2050年温室効果ガス排出量実質ゼロを目指す計画

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）議案第11号

実行計画の一部内容を変更するものです。

★中期目標 2030(令和12)年度➡2013年度比49％減
★長期目標 2050(令和32)年度➡排出量実質ゼロ

討　論

脱炭素社会を
めざして 令和4年度～ 12年度

男女がお互いの意思と立場を尊重しながら自立し、支え合うための計画

実行計画の一部内容を変更するものです。

第３次紫波町男女共同参画推進計画　議案第13号

★あらゆる分野で女性が参画する企画を増やしていく。
★仕事と生活の調和がとれた社会を目指す。
★男女が共に支え合い、心豊かで安心安全な社会づくり

を進める。
★性別にかかわらず、人々がお互いを尊重する意識の定

着を図る。

男女共同参画社会を
めざして

令和6年度～ 15年度

し７つの計画

暮らし心地の
　　 良いまち

まちづくりの将来像
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

3
月
会
議

健康の保持増進、生活の質の維持を目指す計画

健康課題に応じた保健事業により、健康増進、生活の質向上に
資する計画を策定するものです。

計   画
紫波町国民健康保険第３期データヘルス計画・
第４期特定健康診査実施計画　議案第9号

★生活習慣病の早期発見と予防
★生活習慣病予防のための知識の普及

誰も追い込まれることのない町を目指す計画

実行計画の一部内容を変更するものです。

第２期紫波町いのち支える自殺対策計画　議案第10号

いのちを支える施策（抜粋）
★働く世代への支援強化
★子ども・若者への支援強化
★高齢者への支援強化
★女性への支援強化
★生活に困窮している人・無職者や失業者への支援強化

いのちを支える
町を目指して

地域の公共交通ネットワークを示す計画

実行計画の一部内容を変更するものです。

紫波町地域公共交通計画　議案第14号

★公共交通を「知る」「学ぶ」「選ぶ」「使う」人を増やす。
★路線バスとデマンド型バスのネットワークを連携する。

令和6年度～ 10年度

当初計画から７年経過し状況変化に伴い計画を見直し

実行計画の一部内容を変更するものです。

紫波町地域公共施設等総合管理計画　議案第15号

★計画策定の背景と目的
・学校再編による小学校の統廃合及び児童施設の統

廃合等が行われ公共施設の配置が大きく変わった
ことに伴い、改めて現状把握と最新の推計、予測
等に基づき計画を見直し改定する。

 ★脱炭素化を目的として、各公共施設において照明
のLED化の推進を図る。

平成28年度～令和17年度

令和6年度～ 11年度

議論を尽く

令和6年度～ 11年度

健康ですこやかな
生活を

地域の交通を
支える

公共施設の適切な
維持・管理
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

3
月
会
議

◎ 旧長岡小学校ノウルプロジェクト(ノウルガーデン・ビジターセンター）
◎ グルージャ盛岡クラブハウス整備(運動公園）

令和5年度一般会計補正予算（第11号）議案第23号

9億2000万円を増額し総額168億975万円とするものです。

主な補正予算
★ノウルプロジェクト関連 ……………………………   4億円(うち国2億円)

★グルージャ盛岡クラブハウス整備(運動公園）……   4億円(うち国2億円)

★赤石小学校 トイレ改修/空調整備 …………………   6960万円
★保育所費(私立運営費・施設型及び地域型給付費) …   1億3800万円

北 條  聡 議員
各施設の物価高騰対策、
喫緊の学校改修事業な
ど、町民にとって有益
な事業であり、賛成す
る。

及 川 ひとみ 議員
クラブハウスは町民の
利便性向上につながる
のか、公共施設になり
得るのか懸念される。 討　論反  対 賛  成

クラブハウス(運動公園）は
令和6年度中の完成を予定！

プロジェクト
発  進！

物価高騰対策・飲食店応援事業

令和5年度一般会計補正予算（第10号）議案第1号

プレミアム付き
チケットを増額し
飲食店を支援

1億2000万円を増額し総額158億8915万円とするものです。

主な補正予算
★児童施設への物価高騰対策支援金 …… 679万円
★紫波町飲食店応援事業補助金 ………… 1500万円
★畑地化促進事業補助金 ………………… 174万円
★五郎沼柵補修工事 ……………………… 83万円 平太くんチケット利用は3月末で終了

令和5年度一般会計補正予算
（第12号）議案第35号

220万円を増額し総額168億1196万円とするものです。

主な補正予算
★災害支援代理受付寄付金(石川県かほく市）
　　　　　　　　　　　　　……200万円
★給食センターボイラー緊急修繕 
   　　　　　　　　　　　………20万円

令和6年度一般会計補正予算
（第1号）議案第36号

1469万円を増額し総額152億4480万円とするものです。

主な補正予算
★放課後こどもクラブ運営委託料
　　　　　　　　　　　　  …… 750万円
★地域熱供給事業継承業務委託費
　　　　　　　　　　　　  …… 650万円

補 正 予 算

平太くんチケット利用は3月末で終了

令和6年3月21日 令和6年3月21日
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

3
月
会
議

令和6年度から令和8年度までの介護保険料

介護保険条例の一部を改正する条例　議案第2号

介護保険制度維持のために保険料率を13段階に細分化するものです。

介護保険料を
　　　 細分化

事実上親族と同様の方との入居が可能

町営住宅条例の一部を改正する条例　 議案第3号

町営住宅の入居手続きに係る要件を
加えるとともに、併せて入居者の資
格を改めようとするものです。

パートナーシップ
ファミリーシップ制度に

対　応

町営住宅入居条件

佐々木 純 子  議員
事務処理の円滑化が図
られる。情報入力には
細心の注意を払われる
ことから賛成する。

細 川 惠 一 議員
個人番号制度運用は入
力ミスなど不具合多発。
個人情報保護の観点か
ら反対する。

税・社会保障・災害等での利用を進める

個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
議案第7号

個人を識別するための番号の利用等に
関する法律の一部を改正する法律の施行
に伴い、庁内における個人番号の利用及び
情報連携に関する規定を定めるものです。

討　論反  対 賛  成

個人番号の
事務利用拡大

紫波町交流公園条例の一部を改正する条例
議案第3号

紫波町交流公園条例の一部を改正し、ノウルガーデンを設置し、
建物を管理使用する期間を50年未満とするものです。

旧長岡小学校に
ノウルガーデン

及 川 ひとみ 議員
現行10年の条例でも
同様の更新が可能。ま
だ管理運営などが未定
で町の支出が増える可
能性がある。本事業が
民間主導で進む懸念も
あり、反対する。

討　論 反  対

紫波町交流公園としてノウルガーデンを追加

宅地造成・園路・体験農園などの位置付けだが、
町はどこまで管理するのか。
管理については、第三セクター、運営会社(SPC)、
整備事業者と協議中である。指定管理にするか一
部業務委託にするか、便益施設と公園の植栽など
もどうするか協議を重ね結論を出したい。

保証料はいくらで、どのような徴取か。
入居から退居まで、総額６万円として
おり、一括や分割で対応する。

答

問

制定条例８件のうち、４件をピックアップ

家賃債務保証業者制度の導入により、連帯保証人の規定も変更

条   例

答

問
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発 議 案

指定管理者の指定

パレスチナ ガザ地区に平和を！
パレスチナ自治区ガザ地区における即時恒久的な停戦を求める決議について

この紛争に関わるすべての当事者及び日本政府をはじめとする国際社会に対し、恒久的な即
時停戦と人質の即時全員解放、国際人道法を含む国際法の遵守、人道的被害の抑制、支援物
資の供給、人道状況の改善を強く求める。

令和6年1月22日

指定の期間：令和6年4月1日から令和9年3月31日までの4年間

公の施設の指定管理者を更新

施設名と更新された指定管理者
★・あづまね温泉保養施設ききょう荘 …… 社会福祉法人 紫波会

・あづまね温泉デイサービスセンター　  理事長　高橋 國男
・紫波町高齢者生活福祉センター

★・クアパーク ラ・フランス  ……… ラ・フランス温泉株式会社
 ・ラ・フランス温泉館　　　　　　代表取締役紫波町長 熊谷　泉
・ラ・フランス温泉研修産業館

★・紫波町立片寄こどもの家 ………… 特定非営利活動法人 片寄こどもクラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　      理事長　川村 真奈美

政治資金の透明化を求める！
政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を求める意見書

自由民主党の派閥の政治資金パーティーをめぐる問題では、政治資金規正法に違反する可能
性が強く指摘されている。国においては、政治への信頼を取り戻し再発防止のため、政治資
金規正法違反疑惑の徹底解明を行うよう強く要望する。

令和6年3月21日

議会として人口減少対策に取り組む！
人口減少対策調査特別委員会の設置に関する決議

町の人口減少に関する調査・対策の検討を行い、政策提言につなげる。
特別委員会委員長 … 根水 康博 議員
　　　　副委員長 … 細川 惠一 議員・阿部 美佳子 議員

令和6年3月21日

議会として人口減少対策に取り組む！議会として人口減少対策に取り組む！

発議案　第１号

発議案　第２号

発議案　第３号

議会の意志を示す 発議案とは？ 議会の会議において、議員が提出する議
案で、条例案や意見書案、決議案などが
あります。

（1月第2会議）



議会だより　　　   No.209　令和6年4月24日発行13

令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

3
月
会
議

請願  第1315号

吉
田

和
希

村
上
み
さ
と

鈴
木
　
　
博

佐
藤

光
夫

橋
浦

栄
一

髙
橋

敬
子

浅
沼

有
朋

北
條
　
　
聡

阿
部

秀
一

佐
々
木
純
子

阿
部
美
佳
子

熊
谷

育
子

細
川
　
　
久

及
川
ひ
と
み

細
川

惠
一

藤
原

惠
子

根
水

康
博

武
田

平
八

賛
　
　
成

反
　
　
対

結
　
　
果

紫波町個人番号の利用に関す
る条例の一部を改正する条例

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － 13 4 可
決

紫波町地球温暖化対策実行計
画（区域施策編）の変更に関
し議決を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 16 1 可
決

第三次紫波町総合計画後期基
本計画に関し議決を求めるこ
とについて

○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － 13 4 可
決

令和５年度紫波町一般会計補
正予算（第１１号）

○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － 12 5 可
決

令和６年度紫波町一般会計予算 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 × － 11 5 可
決

紫波町交流公園条例の一部を
改正する条例

○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ － 11 5 可
決

消費税５％への引き下げとイ
ンボイス制度の廃止を求める
請願

× ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ － 7 10
不
採
択

賛否が分かれた議案・請願

※武田平八議員は、議長のため採決に加わっていません。

みなさんからの はこうなりました請願
請　願　件　名 請　願　者 紹介議員 付託委員会 委 員 会 結 果 議決結果

消費税 5%への引き下げとインボ
イス制度の廃止を求める請願

鷹 觜 修 司
村上 みさと
及川 ひとみ

いきいき
町づくり

不採択とすべきも
の。なお、少数意
見の留保があった。

不採択

1月会議前に受理した請願結果をお知らせします。

インボイス制度の廃止を求める部分については賛成である。
物価高の影響もあり個人の消費力が弱まり地域経済は更に縮小し国民は生活苦を強いられている。
これに歯止めをかける手段がインボイス制度の廃止である。

【留保した少数意見】

令和6年1月22日

鈴 木    博  議員

マクロ経済が縮小している今後の財源は、税では
なく日本銀行の信用創造による財政出動と、消費
税課税事業者をこれ以上増やさない事で景気は拡
大すると考えられる。今必要なのは、これ以上の
消費税課税事業者を増やさない事である。

請願に
賛成

佐々木　純子  議員

インボイス制度の導入の際に準備期間と経過
措置期間が設けられていること、事務負担が
軽減できる簡易課税制度の選択など各種対応
が可能。インボイス制度は納税なき納税控除
の問題があるため必要である。

請願に
反対

討　論

（提案者：鈴木  博議員　賛成者：吉田和希議員・根水康博議員）
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(                                             )令和６年 3 月提出議案等 … 38 件 報告 1 件、条例 9 件、議会議決 14 件、
契約 1 件、予算 11 件、発議案 2 件

報告１

議案2
議案３
議案４

議案５

議案６

議案７

議案８

議案9

議案10
議案11

議案12
議案13
議案14
議案15
議案16
議案17
議案18
議案19
議案20

議案21
議案22

議案23

議案24

議案25

議案26

議案27

議案28

議案29

議案30

議案31

議案32

議案33

議案34
議案35
議案36
発議案2

発議案３

紫波町下水道事業の設置等に関する条例及び
紫波町長等の損害賠償責任の一部の免責に関
する条例の一部を改正する条例の専決処分
紫波町介護保険条例の一部を改正する条例
紫波町町営住宅条例の一部を改正する条例
紫波町職員の分限に関する条例の一部を改正
する条例
紫波町一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例
紫波町会計年度職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例
紫波町個人番号の利用に関する条例の一部を
改正する条例
紫波町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例
紫波町国民健康保険第3期データヘルス計
画・第4期特定健康診査等実施計画
第2期紫波町いのち支える自殺対策計画
紫波町地球温暖化対策実行計画(区域施策編)
の変更
第三次紫波町総合計画後期基本計画
第3次紫波町男女共同参画推進計画
紫波町地域公共交通計画
紫波町公共施設等総合管理計画の変更
辺地に係る総合整備計画の変更
指定管理者の指定 (あづまね温泉保養施設ききょう荘）

指定管理者の指定 (あづまね温泉デーサービスセンター )

指定管理者の指定 (紫波町高齢者生活福祉センター )

指定管理者の指定 (クアパークラ・フランス、ラ・
フランス温泉館及びラ・フランス温泉館研修産業館)

指定管理者の指定 (紫波町立片寄こどもの家)

町道路線の認定　　　　3路線の認定

令和5年度紫波町一般会計補正予算（第11号）
補正額　　　920,597千円

令和5年度紫波町介護保険事業特別会計補正
予算（第4号）　　補正額　　　 39,772千円
令和5年度紫波町介護予防サービス計画事業
特別会計補正予算(第1号)

補正額　　　　1,178千円
令和６年度一般会計予算

予算額　　15,230,111千円
令和６年度紫波町国民健康保険事業特別会計
予算　           　　予算額　　 3,072,314千円
令和６年度紫波町後期高齢者医療特別会計予算

予算額　　　 412,800千円
令和６年度紫波町介護保険事業特別会計予算

予算額　　 3,649,020千円
令和６年度紫波町介護予防サービス計画事業
特別会計予算　   予算額　　　　 7,428千円
令和６年度紫波町下水道事業会計予算

収益的支出　　 1,303,188千円
資本的支出　　　 895,794千円

東北本線紫波中央・古館間七久保跨線橋の耐
震補修工事委託に関する変更協定の締結
協定の相手方：東日本旅客鉄道株式会社
                      変更協定額　  △15,703,409円
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び
運営に関する基準等の一部を改正する省令の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例
紫波町交流公園条例の一部を改正する条例
令和５年度紫波町一般会計補正予算(第12号)
令和６年度紫波町一般会計補正予算(第1号)
政治資金規正法違反疑惑の徹底解明を求める
意見書
人口減少対策調査特別委員会の設置に関する
決議

議会だより
音声版

  QRコードを読み込むだけ！
　・目の不自由な方
　・音声で聞きたい方
　　どうぞご利用ください。

QRコードは表紙と各ページに掲載しています。

  QRコードを読み込むだけ！
　・目の不自由な方
　・音声で聞きたい方
　　どうぞご利用ください。

　・目の不自由な方
　・音声で聞きたい方
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表
質
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QRコードをスマート
フォンで読み取ると、
質問の動画をご覧い
ただけます。

　代表質問は当初予算案を審議する会議で町長または教育委員会の施政方針および財政
一般にわたる事項を会派の代表が行う質問です。
※１人の持ち時間は 45分、質問の回数は３回までとしています。
※会派は、政策を中心に考えの同じ議員で構成しており２人以上が属する会派が代表質問をするこ
とができます。

代　表　質　問

町政を問う
▲

質  問  者（登壇順） 質　問　事　項（通告順） 掲載ページ
政策研究会紫波

熊　谷　育　子 ○ 紫波中央駅東口の整備と周辺のまちづくりについて P15

新　政　会
細　川　　　久

○ 姉妹都市交流の進展について
○ ふるさと納税の推進について
○ 森林整備について
○ 歴史文化を生かした観光について

P16

日本共産党紫波町議団
細　川　惠　一

○ 農業政策について
○有害鳥獣対策について P16

3人の議員が

整
備
に
考
慮
し
て
い

る
こ
と
や
、
町
民
の

意
見
を
聞
く
予
定
は
あ
る

か
。

策
定
に
当
た
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

住
民
の
声
を
聞
い
て
い
き

た
い
。中

央
公
民
館
の
維
持

対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
公
共
施
設
を
目
指

し
、
長
期
展
望
に
立
っ
た

改
修
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

指
針
策
定
に
向
け
研
究
し

て
い
く
。

令
和
６
年
度
に
紫
波

中
央
駅
東
口
整
備
に

つ
い
て
東
日
本
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
と
設
計
協
議

に
入
る
予
定
と
聞
く
が
、

整
備
の
考
え
方
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

６
年
度
に
都
市
基
盤

整
備
事
業
の
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、

考
え
方
と
し
て
は
、
紫
波

町
公
民
連
携
基
本
計
画
で

定
め
る
、「
日
詰
西
地
区
」、

「
日
詰
商
店
街
地
区
」、

「
紫
波
中
央
駅
前
地
区
」

を
つ
な
ぐ
役
割
と
地
域
の

特
性
を
生
か
し
つ
つ
既
存

計
画
と
の
整
合
を
図
り
計

画
策
定
す
る
。

問町長

問建設部長教育長 問

答 計画策定に当たり声を聞いていく

紫
波
中
央
駅

東
口
整
備

考え方とスケジュールを住民に示せ

熊
くまがい

谷育
い く こ

子 議員

政策研究会紫波

紫波中央駅正面
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町
内
に
は
歴
史
的
遺
産
、

顕
彰
施
設
、
郷
土
芸
能
、

神
社
仏
閣
な
ど
が
あ
る
。

都
市
と
農
村
を
併
せ
持
つ

町
の
景
観
は
、
十
分
に
魅

力
に
溢
れ
た
観
光
資
源
と

捉
え
る
。
町
内
を
堪
能
で

き
る
観
光
事
業
の
創
出
に

向
け
た
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
く
。

町
は
姉
妹
都
市
と
し

て
、
東
京
都
日
野
市
、

福
島
県
古
殿
町
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
サ
ザ
ン
ダ
ウ
ン

ズ
市
と
交
流
し
て
い
る
。

相
互
に
文
化
、
産
業
、
経

済
交
流
を
図
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
の
増
加
が
図
れ

る
の
で
は
。

古
殿
町
と
は
、
産
業

ま
つ
り
へ
特
産
品
の

販
売
。
日
野
市
と
は
、
日

詰
出
身
の
巽
聖
歌
（
名
誉

町
民
）
と
の
縁
。
サ
ザ
ン

ダ
ウ
ン
ズ
市
と
は
中
学
生

の
国
際
交
流
派
遣
を
実
施

し
て
い
る
。
町
と
姉
妹
都

市
の
市
民
が
相
互
に
想
い

を
寄
せ
合
え
る
関
係
を
築

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を

生
か
し
交
流
を
深
め
て
い

く
。

歴
史
と
文
化
を
生
か

し
、
町
を
訪
れ
滞
在

す
る
人
を
増
や
す
取
り
組

み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

「
酒
の
ま
ち
」
を
標

榜
し
て
い
る
。
ま
た
、

問町長

町長 問

交流人口

訪
れ
、
滞
在
す
る
人
増
や
せ

答
観
光
事
業
創
出
に
向
け
検
討

な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い

る
。

6
年
度
に
お
け
る
町

の
有
害
鳥
獣
対
策
の

事
業
の
取
り
組
み
は
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
対
策
に
加
え

新
た
に
4
つ
の
事
項
に
取

り
組
む
。
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
積
極
的
な
活
用
、

有
害
鳥
獣
サ
ポ
ー
ト
隊
の

活
動
支
援
の
強
化
、
農
地

へ
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置

促
進
と
緩
衝
帯
の
整
備
促

進
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

有
害
鳥
獣
対
策
の
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
環

境
課
へ
一
人
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
対
策
を
さ
ら

に
強
化
す
る
。

「
地
域
計
画
」
が
令

和
7
年
3
月
ま
で
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
農
地

バ
ン
ク
事
業
が
地
域
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
町

内
の
農
地
の
担
い
手
の
現

状
を
分
析
し
た
時
に
「
地

域
計
画
」が
農
業
の
維
持
・

発
展
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
。

地
域
計
画
は
、
10
年

後
の
農
村
環
境
の
保

全
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
農
地
の
集

積
と
農
業
の
規
模
拡
大
だ

け
が
目
的
で
は
な
い
。
農

業
所
得
の
向
上
の
た
め
に

コ
ス
ト
の
削
減
が
必
要
で

あ
り
、
地
域
計
画
の
策
定

と
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
は

農
業
の
維
持
・
発
展
に
つ

問町長

問町長

紫波町を楽しんでケロ
白山神社（赤沢）

細
ほそかわ

川惠
けいいち

一 議員

日本共産党紫波町議団

答 地域計画と農地バンクの活用が必要

農
業
振
興

農地の10年後を示せ

細
ほそかわ

川 久
ひさし

議員

新政会

来ないでケロ
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

一
般

質
問

９
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

一
般
質
問
の
動
画
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い

浅あ
さ
ぬ
ま沼

有あ
り
と
も朋

議
員

農
業
政
策
に
つ
い
て

町
道
整
備
に
つ
い
て

阿あ

べ部
美み

か

こ
佳
子
議
員

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
対
策
に
つ
い
て

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て

鈴す
ず
き木
博ひ
ろ
し

議
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
に
つ
い
て

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
株
式
会
社
の
経
営
に
つ
い
て

髙た
か
は
し橋
敬け
い
こ子

議
員

指
定
避
難
所
の
整
備
に
つ
い
て

水
源
に
つ
い
て

み
く
ま
る
っ
と
脱
炭
素
化
モ
デ
ル
事
業
と
地
域
熱

供
給
事
業
状
況
調
査
業
務
委
託
に
つ
い
て

読
書
に
つ
い
て

藤ふ
じ
わ
ら原
惠け
い
こ子

議
員

公
民
連
携
に
よ
る
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

内
部
統
制
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

村む
ら
か
み上
み
さ
と
議
員

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
・
し
尿
処
理
広
域
化

基
本
構
想
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
に
つ
い
て

橋は
し
う
ら浦
栄え
い
い
ち一

議
員

今
後
の
介
護
支
援
に
つ
い
て

自
転
車
競
技
場
の
認
知
︑
体
験
学
習
に
つ
い
て

及お
い
か
わ川
ひ
と
み
議
員

暮
ら
し
の
支
援
策
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

佐さ
と
う藤
光み
つ
お夫

議
員

学
校
教
育
費
の
見
直
し
に
よ
る
家
庭
支
援
に
つ
い
て

給
食
時
間
の
確
保
に
つ
い
て

P18P19P20P21

P22P23P24P26

令
和
５
年
９
月
22
日
に
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
︑
質
問
者
は
︑
一
問
一
答
と
一
括
方
式
の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒
議
員
各
々
が
論
点
や
争
点
を
明
確
に
し
︑
政
策
提
言
な
ど
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
方
式
の
選
択
を
自
由
に
し
た

も
の
で
す
︒

行財政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況、将来に対する方針などについて質し、あるいは報
告や説明を求め又は質すことを言います。
　・一問一答　　案件に対する疑問点を一つずつ取り上げ、答弁を繰り返す
　・一括方式　　質問したい複数の項目を一括で取り上げる
　・質問時間　　一人 30 分以内とし、答弁は含まない

一般質問とは…

P25
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

安全性を確保せよ

髙
たかはし

橋敬
け い こ

子 議員

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
避
難
所
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
狭
い

坂
道
で
要
配
慮
者
が
避
難

し
づ
ら
い
。
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
身
障
者
用
ト
イ
レ

な
ど
の
設
備
が
整
っ
て
い

る
が
、
徒
歩
や
自
転
車
な

ど
で
は
移
動
し
づ
ら
い
。

単
独
の
避
難
で
は
な
く
家

族
や
地
域
住
民
の
支
援
が

必
要
と
考
え
る
。

隣
接
す
る
城
山
公
園

に
は
近
年
ク
マ
が
出

没
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

閉
鎖
時
の
対
応
は
。

城
山
公
園
は
あ
く
ま

で
も
一
時
避
難
所
と

し
て
い
る
。
避
難
情
報
を

発
令
す
る
際
は
、
ク
マ
が

出
没
す
る
地
域
で
あ
っ
て

も
必
要
に
応
じ
て
避
難
所

を
開
設
す
る
の
で
、
出
没

警
戒
中
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
上
で
避
難
行
動
を

と
っ
て
ほ
し
い
。

中
陣
公
民
館
も
避
難

所
と
指
定
さ
れ
て
い

る
が
、
下
長
根
４
号
線
に

は
街
灯
が
な
く
、
夜
間
の

災
害
時
に
支
障
が
出
る
。

改
善
で
き
な
い
か
。

新
た
な
街
灯
の
整
備

は
、
各
地
区
で
負
担

し
て
も
ら
い
設
置
し
て
お

り
、
公
益
性
が
高
い
場
所

の
電
気
代
は
町
で
負
担
し

て
い
る
。

現
在
調
査
を
行
い
、

計
画
の
提
出
は
あ
る

が
、
不
確
定
な
情
報

も
あ
る
。
随
時
、
議

会
に
報
告
し
て
い
き
た
い
。

地
域
熱
供
給
事
業
状

況
調
査
業
務
委
託
の

分
析
結
果
は
、
令
和
6
年

２
月
末
ま
で
を
め
ど
に
報

告
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

み
く
ま
る
っ
と
脱
炭

素
化
モ
デ
ル
事
業
の

採
算
性
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。こ

の
事
業
で
導
入
す

る
メ
タ
ン
発
酵
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
設
備
は
経
済

性
が
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、

生
ご
み
を
収
集
し
て
発
電

す
る
こ
と
が
資
源
循
環
と

町
内
経
済
循
環
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
判
断
す
る
。

補
助
金
で
対
応
し
た

と
し
て
、
更
新
の
時

期
に
対
応
で
き
る
か
。

設
備
導
入
に
は
初
期

費
用
が
か
か
る
が
、

今
の
判
断
で
10
年
目

に
損
益
が
反
転
す
る

と
試
算
す
る
。
煮
詰
め
切

れ
て
い
な
い
部
分
は
あ
る

が
、
信
頼
に
応
え
て
い
き

た
い
。

答 一人一人の備えを推進したい

問町長

災
害
避
難

問町長問

問

問

問町長

メタン発酵バイオガス発電設備（イメージ）

町長

脱炭素

失
敗
は
許
さ
れ
な
い

答
適
切
に
進
め
て
い
く

地球温暖化対策課長

地球温暖化対策課長

総合福祉センター
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

盛
岡
市
で
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
給

付
金
制
度
が
あ
り
、
兄
弟

利
用
や
経
済
的
に
利
用
困

難
な
世
帯
に
給
付
を
行
っ

て
い
る
。
町
で
取
り
入
れ

ら
れ
な
い
か
。

盛
岡
市
、
矢
巾
町
の

支
援
策
は
素
晴
ら
し

い
と
考
え
る
。
現
在

は
各
施
設
に
運
営
方
針
を

任
せ
る
形
だ
が
、
他
自
治

体
の
施
策
を
学
び
、
継
続

性
を
考
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
町
営
８
カ
所
、
民

営
７
カ
所
が
あ
る
。
一
人

親
世
帯
で
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
使
用
料
は
２
５
０

０
円
だ
が
、
民
営
の
学
童

ク
ラ
ブ
入
所
者
に
は
支
援

が
な
い
。
公
平
性
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

民
営
で
は
、
利
用
者

数
な
ど
か
ら
算
出
さ

れ
た
運
営
委
託
費
を
元
に

各
施
設
が
利
用
料
金
を
設

定
し
、
独
自
に
減
免
を
し

て
い
る
。
町
営
も
同
規
模

で
運
営
し
て
い
る
。

と
投
資
は
難
し
い
。
み
く

ま
る
っ
と
脱
炭
素
モ
デ
ル

事
業
な
ど
で
、
年
間
数
千

万
の
経
費
を
賄
っ
て
い
く
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
積

極
的
に
誘
致
し
て
は
。

現
状
、
外
国
人
観
光

客
を
大
規
模
か
つ
積

極
的
に
呼
ぶ
事
業
は
難
し

い
。
町
内
の
酒
造
や
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
巡
る
ツ
ア
ー
を

民
間
で
行
っ
て
い
る
た
め
、

町
と
し
て
も
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
。

て
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

令
和
５
年
５
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
が
５
類
へ

移
行
し
、
回
復
傾
向
に
あ

る
。
昨
今
の
サ
ウ
ナ
ブ
ー

ム
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
発
信

に
よ
り
、
日
帰
り
入
浴
の

利
用
者
は
増
え
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
必
要
。
今
後
の
経
営

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

多
年
度
の
黒
字
化
達

成
が
で
き
る
と
判
断

す
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
て
、
採
算
性
が
な
い

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

平
成
31
年
に
比
べ
利

用
者
数
は
８
割
の
回
復
状

況
だ
が
、
光
熱
費
な
ど
の

高
騰
な
ど
か
ら
貸
借
対
照

表
で
の
純
資
産
は
減
少
し

て
い
る
。
経
営
主
体
と
し

核
家
族
化
が
進
み
共

働
き
が
多
数
を
占
め

る
こ
と
か
ら
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
な
ど
学
童
保
育

へ
の
支
援
を
強
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

赤
石
地
区
に
お
い
て

は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
希
望
が
施
設
定

員
を
上
回
っ
て
い
る
。
令

和
６
年
度
に
も
新
規
事
業

者
が
一
施
設
を
開
所
す
る
。

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

開
所
支
援
や
運
営
支
援
を

効
果
的
に
行
う
。

鈴
す ず き

木 博
ひろし

議員

問

問

町長

町長町長 問

町長

問

問

美人の湯　みんな来てね〜

学童保育

民
営
と
町
営
の
支
援
を
公
平
に

答
運
営
の
仕
組
み
は
同
様問

答 複合的に黒字化を目指す

ラ
・
フ
ラ
ン
ス

温
泉
館

経営ビジョンを明確にせよ

副町長

求む！放課後児童クラブの充実

こども課長
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

阿
あ べ

部美
み か こ

佳子 議員

リスク教育に取り組め　　　　
答 包括的な支援を推進

薬
物
対
策

児
童
生
徒
に
対
す
る

薬
物
乱
用
防
止
教
育

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

薬
物
乱
用
の
有
害

性
・
危
険
性
な
ど
に

つ
い
て
は
、
学
校
保
健
計

画
に
位
置
付
け
、
中
学
校

お
よ
び
高
等
学
校
に
お
い

て
年
一
回
の
開
催
、
小
学

校
で
は
開
催
に
努
め
て
い

る
。
令
和
５
年
度
の
実
施

状
況
は
、
小
学
校
６
年
生
、

中
学
校
は
２
年
生
ま
た
は

３
年
生
を
対
象
に
全
て
の

学
校
で
実
施
し
、
薬
物
乱

用
防
止
の
啓
発
に
努
め
て

い
る
。市

販
薬
乱
用
に
よ
る

リ
ス
ク
の
教
育
は
。

各
学
校
の
養
護
教
諭

が
市
販
薬
の
オ
ー
バ

ー
ド
ー
ズ
に
つ
い
て

も
適
切
に
指
導
し
て
い
る
。

広
が
る
若
年
層
の
市

販
薬
乱
用
を
防
ぐ
た

め
に
町
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が

非
常
に
危
険
な
行
為

で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
。

心
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
、
町
の
相

談
窓
口
や
専
門
機
関
の
周

知
、
医
療
機
関
へ
の
あ
っ

せ
ん
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
、
当
事
者
の
心
に
寄

り
添
っ
た
「
生
き
る
こ
と

の
包
括
的
な
支
援
」
を
推

進
し
て
い
く
。

研
究
し
て
い
く
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ

の
公
的
支
援
の
考
え

は
。

盛
岡
広
域
８
市
町
で

統
一
見
解
が
出
て
い

な
い
。
補
助
に
つ
い
て
町

で
も
検
討
課
題
と
し
て
い

く
。

と
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

学
び
の
保
障
と
し
て
「
児

童
生
徒
の
居
場
所
づ
く

り
」
や
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

積
極
的
な
活
用
」
な
ど
に

よ
る
学
習
環
境
の
確
保
に

注
力
し
て
い
く
。

保
護
者
に
十
分
な
情

報
提
供
が
さ
れ
て
い

る
か
。各

学
校
で
様
々
な
情

報
提
供
を
し
て
お
り
、

各
家
庭
に
選
択
肢
が

周
知
さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

「
メ
タ
バ
ー
ス
」
を

活
用
し
た
居
場
所
づ

く
り
の
考
え
は
。

仮
想
空
間
の
利
用
は

不
登
校
支
援
と
し
て

有
効
と
も
思
わ
れ
る
。
当

町
で
は
時
期
尚
早
だ
が
、

町
の
不
登
校
児
童
生

徒
の
現
状
は
。

令
和
５
年
度
１
月
末

現
在
、
小
学
校
29
人
、

中
学
校
38
人
が
認
知
さ
れ

て
い
る
。
４
年
度
同
月
と

の
比
較
で
増
加
傾
向
に
あ

る
。

全
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
確

保
に
向
け
た
今
後
の
取
り

組
み
は
。

校
内
に
教
育
支
援
の

役
割
を
担
う
教
室
な

ど
を
確
保
し
、
対
応
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
支

援
教
室
「
は
ば
た
き
」
に

は
、
５
年
度
、
７
人
に
支

援
を
し
て
い
る
。
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
「
こ
と
い
ろ
」

と
連
携
し
、
利
用
の
際
は
、

指
導
要
録
上
の
出
席
扱
い

問町長

問問

問

大切なあなたを守りたい

問

学校教育課長問町長

不登校支援

学
習
環
境
を
確
保
せ
よ

答
学
び
の
保
障
に
取
り
組
む

教育長教育長

学校教育課長問教育長

問町長

フリースクールの様子
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

あ
ら
ゆ
る
制
度
を
活
用
し

て
整
備
を
実
現
す
べ
き
で

は
。

利
用
可
能
な
事
業
は
、

積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
は

寄
付
者
の
希
望
で
配
分
が

可
能
。
命
名
権
の
販
売
は

町
有
道
路
施
設
で
有
効
な

箇
所
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

土
木
費
が
年
々
減
少

し
て
い
る
。
一
定
割

合
の
財
源
を
確
保
し
て
整

備
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

一
定
枠
の
財
源
確
保

は
難
し
い
が
、
整
備

は
町
の
課
題
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
手

立
て
で
財
源
を
確
保
し
て

い
く
。

浅
あさぬま

沼有
ありとも

朋 議員

農業政策

所
得
向
上
と
競
争
力
強
化
を

答
生
産
拡
大
の
支
援
を
今
後
も
検
討
す
る

答 財源を確保し計画的に行う

請
願
道
路

整備を迅速に進めよ

ど
の
支
援
を
行
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
適
切
な
支
援
を

続
け
る
。

農
業
所
得
向
上
へ
の

取
り
組
み
状
況
と
、

競
争
力
の
あ
る
農
業
の
確

立
に
向
け
た
対
策
は
。

労
働
生
産
性
を
上
げ

る
た
め
に
、
農
地
の

集
積
、
集
約
化
が
必
要
で

あ
り
、
地
域
計
画
の
話
し

合
い
を
深
め
て
い
く
。
ま

た
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
普
及
に
向
け
て
、
農
家

や
各
団
体
が
連
携
し
「
飼

令
和
５
年
度
の
異
常

気
象
や
資
材
な
ど
の

高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ

の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
支
援
対
策
に
取
り
組

ん
だ
の
か
。

天
候
不
順
の
み
な
ら

ず
、
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
に
よ
り
安
定
し
た

農
業
経
営
が
行
え
な
い
状

況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
緊

急
病
害
虫
防
除
お
よ
び
生

育
回
復
対
策
、
畜
産
経
営

継
続
支
援
給
付
金
、
農
業

水
利
施
設
管
理
電
力
価
格

緊
急
対
策
事
業
補
助
金
な

料
の
地
産
地
消
」
が
で
き

る
仕
組
み
を
進
め
た
。
今

後
も
生
産
拡
大
の
た
め
の

支
援
な
ど
を
検
討
す
る
。

担
い
手
・
後
継
者
の

確
保
と
新
規
就
農
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
独
自
の
親
元
就
農

支
援
補
助
金
や
新
規

就
農
事
業
と
し
て
交
付
金

を
活
用
し
て
い
る
。
就
農

タ
イ
プ
別
に
今
後
も
担
い

手
確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
取
り
組
む
。

問

問

町長

り
、
う
ち
89
件
、
１
５
８

路
線
が
整
備
済
み
で
あ
る
。

今
後
も
路
線
の
利
用
状
況

な
ど
か
ら
優
先
順
位
を
定

め
、
計
画
的
な
整
備
実
施

に
努
め
る
。

採
択
路
線
の
整
備
は
、

維
持
管
理
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
重
要
。
予
算
配
分

の
考
え
方
は
。

主
な
財
源
で
あ
る
国

の
交
付
金
や
補
助
金

は
、
橋
梁
点
検
や
補
修
費

に
重
点
が
置
か
れ
て
き
て

い
る
。
町
の
予
算
も
有
利

に
進
め
ら
れ
る
補
助
事
業

な
ど
に
合
わ
せ
予
算
を
配

分
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
命

名
権
の
販
売
な
ど
、

問

町長

請
願
採
択
道
路
の
こ

れ
ま
で
の
工
事
状
況

と
、
今
後
の
実
施
計
画
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

昭
和
59
年
度
以
降
１

６
７
件
が
採
択
さ
れ
、

３
０
７
路
線
と
な
っ
て
お

問町長

問

町長

町長問

町長

問町長

早く整備してほしい

飼料の地産地消
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

教材を見直し費用の負担軽減を

佐
さ と う

藤光
み つ お

夫 議員

義
務
教
育
で
の
教
材

費
は
多
額
の
支
出
と

な
る
。
家
庭
の
経
済
事
情

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

町
独
自
の
学
校
教
育
費
の

見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

義
務
教
育
に
お
い
て

無
償
化
な
の
は
授
業

料
と
教
科
書
の
み
で
、
学

校
給
食
費
・
学
用
品
・
修

学
旅
行
費
な
ど
は
受
益
者

負
担
が
基
本
で
あ
る
。
経

済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学

困
難
の
場
合
は
、
就
学
支

援
制
度
に
よ
り
学
用
品
・

校
外
活
動
費
・
ク
ラ
ブ
活

動
費
を
支
援
し
て
い
る
。

教
材
な
ど
の
中
で
必

要
な
も
の
か
、
省
け

る
か
を
見
直
し
す
べ
き
で

は
。

補
助
資
料
な
ど
は
、

本
当
に
必
要
な
も
の

を
購
入
す
る
よ
う
学
校
長

に
指
示
し
て
い
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
町
が

主
導
し
て
、
推
奨
制

品
と
指
定
す
る
こ
と
で
ロ

ッ
ド
が
ま
と
ま
り
単
価
が

安
く
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
。
あ
っ
せ
ん
販
売
す
る

の
は
ど
う
か
。

保
護
者
な
ど
か
ら
い

ろ
ん
な
意
見
が
あ
る

と
思
う
が
、
校
長
会
で
話

題
に
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

耳
を
傾
け
、
有
意
義
な
時

間
と
な
る
。
先
日
、
福
岡

で
給
食
の
う
ず
ら
の
卵
を

喉
に
詰
ま
ら
せ
た
事
故
が

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
、
ゆ

と
り
を
持
っ
た
食
事
時
間

が
大
切
で
あ
る
。
学
び
な

が
ら
味
わ
っ
て
楽
し
く
健

康
的
な
食
事
を
し
て
ほ
し

い
。

健
康
志
向
を
基
に
し

な
が
ら
万
全
な
体
制

で
検
証
し
て
い
き
た
い
。

声
は
届
い
て
い
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
午

前
中
の
授
業
時
間
が
長
く

な
り
給
食
時
間
が
15
分

だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
聞

く
。
児
童
生
徒
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
れ
な
い
か
。

機
会
を
見
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
検
討
し

て
い
く
。

十
分
な
給
食
時
間
が

確
保
で
き
れ
ば
、
よ

く
噛
ん
で
味
わ
っ
て
食
事

が
で
き
て
、
校
内
放
送
に

給
食
時
間
は
配
膳
時

間
を
含
み
小
学
校
は

45
分
・
中
学
校
は
30
分
と

な
っ
て
い
る
。
時
間
が
短

い
と
の
声
が
あ
る
が
、
健

康
的
で
有
意
義
な
給
食
時

間
を
確
保
で
き
な
い
か
。

小
学
校
１
年
生
は
給

食
の
準
備
時
間
を
多

め
に
取
り
、
食
事
の
時
間

を
確
保
し
て
い
る
。
中
学

生
は
準
備
や
後
片
付
け
共

に
短
時
間
で
行
え
る
こ
と

か
ら
十
分
に
食
事
の
時
間

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
給
食
時

間
が
短
い
と
聞
く
が
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
声

を
把
握
し
て
い
る
か
。

各
学
校
の
校
長
に
そ

の
よ
う
な
声
の
有
無

を
確
認
し
た
と
こ
ろ

該
当
は
な
か
っ
た
。

答 本当に必要なものを購入するよう指示している

問

学
校
教
育
費

問問

情報収集の上で研究する
先進事例を取り入れよ

問

町長

問

教育長

教育長問

給食時間

食
育
と
し
て
時
間
を
確
保
せ
よ

答
適
切
な
時
間
は
確
保
し
て
い
る

教育長学校教育課長

問教育長

教育長

ゆっくり食べたいな

高いよねぇ〜
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

し
、
納
入
義
務
者
へ
周
知

し
て
い
る
。
納
入
義
務
者

の
生
活
状
況
の
確
認
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
減
免
制

度
の
周
知
は
も
と
よ
り
、

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め

る
。

減
免
の
基
準
に
該
当

す
る
か
な
ど
の
相
談

体
制
は
。
納
税
相
談
の
看

板
を
設
置
で
き
な
い
か
。

物
価
高
騰
な
ど
で
町

民
の
暮
ら
し
は
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
介
護
保

険
料
や
国
民
健
康
保
険
税

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

時
に
減
免
や
納
付
猶
予
が

あ
り
、
活
用
で
き
る
よ
う

に
周
知
が
重
要
だ
が
取
り

組
み
は
。

減
免
や
納
付
猶
予
制

度
は
、
災
害
を
受
け

た
方
、
生
活
困
窮
し
て
い

る
方
な
ど
の
納
付
軽
減
を

行
う
制
度
で
あ
る
。
納
付

通
知
書
に
チ
ラ
シ
を
同
封

６
カ
所
に
設
置
し
１
年
間

で
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
集
ま

る
。
ま
た
、
あ
る
企
業
で

は
郵
送
着
払
い
で
引
き
取

る
事
例
が
あ
る
。
同
じ
よ

う
に
町
で
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

貴
重
な
意
見
で
あ
る
。

情
報
収
集
の
上
、
研

究
し
て
い
く
。

ご
み
の
分
別
や
企
業

の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

に
気
付
く
こ
と
が
重
要
。

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を

生
か
せ
な
い
か
。

気
づ
き
は
、
大
事
で

あ
る
。
今
後
も
、
ご

み
の
減
量
に
つ
な
が
る
こ

と
は
や
っ
て
い
く
。

値
で
は
、
家
庭
系
ご
み
の

一
人
一
日
当
た
り
の
排
出

量
は
４
２
１
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
県
内
33
市
町
村
中
２

番
目
に
少
な
い
値
で
あ
る
。

現
在
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
加
え
、
製
品
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
も

収
集
運
搬
お
よ
び
処
理
を

行
う
べ
く
検
討
し
て
い
る
。

企
業
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
回
収
を
進

め
て
お
り
、
矢
巾
町
で
は

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
ケ

ー
ス
、
食
器
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
の
分
別
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
使
い
捨
て
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
ケ
ー
ス

は
良
質
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
言
わ
れ
て
お
り
、
矢
巾

町
で
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

８
市
町
の
県
央
ブ
ロ

ッ
ク
ご
み
処
理
広
域

化
の
焼
却
施
設
が
稼
働
す

る
ま
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
分
類
収
集
・
資
源
化

を
各
市
町
で
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
町
の

考
え
を
伺
う
。

令
和
４
年
度
に
お
け

る
ご
み
排
出
量
速
報

生
活
情
報
の
聞
き
取

り
が
必
要
な
た
め
、

納
税
で
困
っ
た
ら
相
談
に

来
て
ほ
し
い
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、

子
供
が
多
い
世
帯
ほ

ど
負
担
が
重
い
。
子
ど
も

の
均
等
割
の
軽
減
を
拡
充

す
べ
き
で
は
。

現
行
ど
お
り
の
運
用

を
継
続
す
る
。

納税相談

制
度
の
周
知
を
徹
底
す
べ
き

及
おいかわ

川ひとみ 議員

答
制
度
周
知
と
相
談
支
援
に
努
め
る

問

問

町長

問

答 情報収集の上で研究する

ご
み
減
量

先進事例を取り入れよ

問

問

問 税務課長

町長

産業部長町長

分ければ資源、混ぜればごみ

税務課長



議会だより　　　   No.209　令和6年4月24日発行 24

令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

家族介護者の負担を減らして

橋
はしうら

浦栄
えいいち

一 議員

入
所
の
介
護
施
設
は

満
床
状
態
に
あ
る
。

介
護
支
援
者
へ
の
負
担
の

軽
減
が
で
き
な
い
か
。

隣
町
に
広
域
型
介
護

老
人
施
設
が
開
設
さ

れ
、
待
機
者
は
お
お
む
ね

解
消
さ
れ
る
と
思
う
。
身

近
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

介
護
・
医
療
従
事
者
と
連

携
し
充
実
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

支
援
す
る
。
相
談
窓
口
も

あ
り
、
応
じ
る
体
制
も
整

え
て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
希
望
が
多

く
な
る
と
思
う
が
、
誘
致

で
き
な
い
か
。

以
前
、
社
会
福
祉
法

人
が
増
設
を
検
討
し

た
が
、
断
念
し
た
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
料
の
９
割

が
介
護
保
険
料
か
ら
の
支

出
と
な
り
、
単
純
に
増
や

す
と
額
も
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
要
介
護
者
の

増
加
の
動
向
を
注
視
す
る
。

訪
問
介
護
の
基
本
報

酬
減
や
、
介
護
職
員

の
不
足
に
よ
り
介
護
崩
壊

と
な
ら
な
い
よ
う
手
立
て

が
必
要
で
は
な
い
か
。

国
と
町
の
実
態
が
か

け
離
れ
て
い
る
の
で

国
に
訴
え
て
い
く
。

職
員
を
増
や
す
た
め
、
処

遇
改
善
の
事
業
通
知
、
県

の
介
護
資
格
取
得
事
業
へ

の
補
助
金
や
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
町
も
協
力
し
て
い

く
。

ー
ド
の
練
習
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の

計
画
は
な
い
が
、
関
係
者

と
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

管
理
さ
れ
て
い
る
広

大
な
佐
比
内
サ
イ
ク

ル
パ
ー
ク
を
イ
ベ
ン
ト
に

活
用
で
き
な
い
か
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
４

～
５
回
、
佐
比
内
金

山
祭
、
ス
ケ
ー
ド
ボ

岩
手
県
唯
一
の
自
転

車
競
技
場
だ
が
、
利

用
者
数
は
減
っ
て
お
り
、

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
方
策
は
。

希
望
郷
い
わ
て
国
体

な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の

大
会
の
会
場
や
、
紫
波
総

合
高
校
を
含
め
た
県
内
の

高
校
自
転
車
競
技
部
や
プ

ロ
の
競
輪
選
手
の
練
習
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

令
和
６
年
６
月
に
東

北
高
等
学
校
の
大
会

が
あ
り
、
小
学
生
に
も
観

戦
す
る
良
い
機
会
で
は
な

い
か
。有

意
義
で
は
あ
る
が
、

小
学
校
は
年
間
行
事

が
決
ま
っ
て
い
る
。

日
曜
日
の
観
戦
日
程
は
知

ら
せ
た
い
。

答 相談に応じる体制も整えている

問町長

問

問

問

介

護

問 町長

人材確保を

サイクルパークの活用を

インクルーシブを意識すべき

長寿介護課長

長寿介護課長

自転車の町

自
転
車
競
技
施
設
の
活
用
を

答
利
用
推
進
の
在
り
方
を
協
議

生涯学習課長

生涯学習課長 問
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

広
域
化
を
知
ら
な
い

人
が
大
半
で
あ
る
。

町
民
に
説
明
が
必
要
で
は

な
い
か
。

組
合
設
立
前
に
、
町

で
説
明
し
た
。
首
長

が
合
意
し
、
議
決
を
得
て

設
立
さ
れ
、
方
向
性
は
示

し
て
い
る
。
段
階
的
に
情

報
が
届
く
の
で
周
知
し
た

い
。

災
害
時
の
リ
ス
ク
か

ら
も
、
ご
み
処
理
施

設
を
１
カ
所
に
す
べ
き
で

国
は
、
ご
み
減
量
と

資
源
化
、
焼
却
施
設

は
小
さ
く
す
る
方
針
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
ご
み
処

理
広
域
化
に
疑
問
が
あ
る

が
、
現
在
の
進
捗
、
見
通

し
、
町
の
考
え
は
。

県
央
８
市
町
の
ご
み

焼
却
施
設
の
整
備
や

運
営
を
共
同
で
行
う
た
め

「
盛
岡
広
域
環
境
組
合
」

を
設
置
。
ご
み
焼
却
施

設
の
整
備
予
定
地
の
調
査
、

計
画
の
検
討
、
施
設
の
規

模
や
仕
様
な
ど
審
議
し
て

い
る
。

知
し
て
い
く
。

災
害
時
に
性
犯
罪
が

増
加
す
る
。
日
頃
の

周
知
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
役
場

な
ど
に
掲
示
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
災
害
時
に
も

避
難
所
に
掲
示
で
き
な
い

か
。
さ
ら
に
、「
は
ま
な

す
サ
ポ
ー
ト
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
女
性
が
訪

れ
る
こ
と
が
多
い
課
の
窓

口
に
置
け
な
い
か
。

男
女
共
同
参
画
の
観

点
か
ら
、
生
活
部
と

協
議
の
上
、
掲
示
・

設
置
を
検
討
す
る
。

係
づ
く
り
、
事
前
の
役
割

分
担
が
重
要
で
あ
る
こ
と

の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

防
災
訓
練
を
自
主
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り

支
援
し
て
い
き
た
い
。

「
避
難
行
動
要
支
援

者
」
の
周
知
や
支
援

の
課
題
は
。
ま
た
、
配
慮

が
必
要
と
知
ら
せ
る
「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
」
の
周
知
を

拡
大
で
き
な
い
か
。

要
支
援
者
３
６
２
人

に
地
域
支
援
者
が
付

い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
は
、
避
難
所

で
も
有
効
と
思
う
の
で
周

自
主
防
災
組
織
率
は

84
・
７
％
で
あ
る
。

地
域
ご
と
に
異
な
る
状
況

に
対
し
、
町
の
取
り
組
み

は
。

公
的
機
関
に
よ
る
救

助
は
限
界
が
あ
る
。

地
域
内
で
助
け
合
え
る
関

は
な
い
と
思
う
が
。

災
害
に
強
い
構
造
物

の
計
画
だ
が
、
災
害

時
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

焼
却
方
式
、
施
設
建

設
な
ど
費
用
の
全
体

像
が
見
え
な
い
が
、
進
め

て
い
い
の
か
。

不
確
定
な
も
の
が
あ

り
、
一
つ
ず
つ
確
定

し
な
い
と
費
用
は
出
な
い
。

進
ん
だ
段
階
で
知
ら
せ
る
。

ごみ処理

ご
み
処
理
広
域
化
、
町
の
考
え
は

村
むらかみ

上みさと 議員

答
費
用
の
低
減
、環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る

問

問

町長

問

答「自助」「共助」が重要
防

災

インクルーシブを意識すべき

問

問

問

備えあれば憂いなし

より良いごみ処理を

産業部長

産業部長問産業部長

町長

生活部長

企画総務部長

インクルーシブ…年齢、性別、障がいの有無、人権など様々な
　　　　　　　　違いを認め合いお互いを尊重し合う考え方。

※ヘルプマーク
義足使用、難病、妊娠等、外見で分かりづ
らくても援助や配慮を必要としている方が、
周囲にお知らせできるマーク。

※はなますサポート
性犯罪、性暴力の被害にあった方に医療や
法的支援等を行う支援体制。
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

一
般
質
問

聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
全国に関心を持たれる取り組みを

藤
ふじわら

原惠
け い こ

子 議員

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
全
国
か
ら
の

視
察
も
多
数
あ
り
、
視
察

の
様
子
が
テ
レ
ビ
番
組
で

放
映
さ
れ
た
。
今
の
状
況

か
ら
さ
ら
に
全
国
か
ら
関

心
を
持
た
れ
、
紫
波
町
に

楽
し
ん
で
滞
在
し
て
も
ら

う
取
り
組
み
が
で
き
な
い

か
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
公
民
連
携
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
町
民

の
資
産
で
あ
る
町
有
地
を

活
用
し
、
財
政
負
担
を
最

小
限
に
抑
え
な
が
ら
、
公

用
・
公
共
施
設
の
整
備
と

民
間
施
設
な
ど
の
複
合
開

発
を
進
め
、
平
成
29
年

4
月
オ
ガ
ー
ル
保
育
園
の

開
園
を
も
っ
て
整
備
を
完

了
し
た
。
オ
ガ
ー
ル
企
画

合
同
会
社
が
有
料
で
行
っ

て
い
る
視
察
は
令
和
5
年

度
は
2
月
末
実
績
で
１
４

４
件
、
1
月
20
日
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
紹
介
さ

れ
た
。
今
後
も
地
域
課
題

の
解
決
を
目
指
す
上
で
民

間
活
力
を
生
か
し
た
町
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
財
政
負

担
の
軽
減
の
両
立
を
目
指

し
て
い
く
。

公
民
連
携
を
活
用
し

た
取
り
組
み
の
発
信
、

楽
し
ん
で
滞
在
で
き
る
方

策
は
。リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま

ち
づ
く
り
や
学
校
跡

地
活
用
、
遊
休
不
動
産
の

活
用
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、

主
体
と
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
よ
り
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
が
「
町
の
価

値
を
高
め
る
」
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
企
業
や
異

業
種
展
開
を
促
し
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ
れ

る
土
壌
が
形
成
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。

視
化
、
画
一
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
財
務
事
務
の
様

式
を
統
一
化
し
、
全
員
参

加
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
組
織
全
体
で
財

務
に
関
す
る
事
務
品
質
向

上
を
図
っ
た
。
こ
の
成
果

を
踏
ま
え
、
取
り
組
み
を

一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、

持
続
的
に
運
用
し
て
い
く
。

指
定
都
市
を
除
く
市

町
村
は
努
力
義
務
だ

が
、
町
独
自
の
取
り
組
み

は
。

町
で
は
制
度
導
入
の

主
旨
に
鑑
み
、
町
に

見
合
う
形
で
独
自
の
内
部

統
制
制
度
を
導
入
し
た
。

町
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、

事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
事
務
手
順
を
可

令
和
4
年
度
か
ら
本

格
稼
働
し
た
「
紫
波

町
版
内
部
統
制
」
に
つ
い

て
、
取
り
組
み
状
況
と
成

果
は
。内

部
統
制
制
度
は
、

地
方
公
共
団
体
の
行

政
事
務
上
の
リ
ス
ク
を

想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
対

策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

業
務
の
適
正
執
行
を
目
的

と
し
て
い
る
。
導
入
か
ら

約
2
年
の
成
果
は
、
事
務

の
熟
度
が
向
上
し
、
事
務

処
理
過
程
で
生
じ
る
様
々

な
課
題
に
丁
寧
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、
計
画

（Plan
）・
実
行
（D

o

）・

評
価(Check)

・
改
善

（Action
）
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
が
適
切
に
機
能

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

答 多様なサービスで町の価値を高める

問町長

問

問

町長

公
民
連
携

町長

問

町長

内部統制

事
務
処
理
の
「
見
え
る
化
」、
取
り
組
み
と
成
果
は

答
品
質
向
上
を
図
り
熟
度
が
向
上マネージメントサークル

オガール広場
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令
和
6
年
度
予
算

3
月
会
議

代
表
質
問

一
般
質
問

ま
ち
の
声

ま
ち
の
声

聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
町内の方々に寄稿していただきました

ど
の
年
代
に
も

　
　
　
　

住
み
や
す
い
町
を

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
予

防
の
た
め
に
打
つ
注
射
、
私
も
六
回
ま

で
打
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
役
所
や

医
療
関
係
で
働
く
人
た
ち
の
仕
事
の
量

は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
注
射
を

し
て
も
ら
う
人
へ
の
接
し
方
も
丁
寧
で

親
切
に
応
対
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
く
生
活

に
は
追
い
つ
け
ず
、
戸
惑
う
こ
と
の
多

い
昨
今
で
す
。

ど
の
年
代
に
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

七
な な き だ

木田玲
れいこ

子さん
（長岡地区）

よ
い
環
境
で

　
　
　
　

強
く
な
り
た
い
！

僕
は
紫
波
総
合
体
育
館
の
柔
剣
道
場
で

週
２
回
銃
剣
道
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

柔
剣
道
場
は
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
環

境
で
す
。
裸
足
で
練
習
す
る
の
で
、
冬
は

足
が
冷
た
く
て
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
で

す
。
夏
は
防
具
も
着
て
い
る
の
で
熱
が
こ

も
り
、
体
調
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
町
内
の
公
民
館
で
練
習
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
一
緒
に
練
習
を
し
て
い

た
人
が
熱
中
症
で
倒
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
家
族
も
冬
は
寒
さ
に
耐
え
な
が

ら
、夏
は
汗
だ
く
で
練
習
を
観
て
い
ま
す
。

僕
は
こ
れ
か
ら
も
仲
間
た
ち
と
銃
剣
道

の
練
習
を
た
く
さ
ん
し
て
強
く
な
り
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
町
内
の
体
育
館
や

公
民
館
の
冷
暖
房
設
備
を
整
え
て
ほ
し
い

加
かとう

藤 誉
ほまれ

さん
（赤石地区 中学 2 年）

中
なかやま

山 茂
しげる

さん
（志和地区）

もっと強くなりたい

着物リメイク講座の仲間たち

議員が依頼に伺った際はご協力をお願いします。

の
で
、
町
政

を
執
行
す
る

際
に
は
さ
ら

な
る
検
討
を

お
願
い
し
ま

す
。

農
業
の
未
来

私
の
地
区
で
は
米
や
麦
、
そ
ば
を
育
て

て
い
ま
す
。

昨
年
は
春
先
の
低
温
障
害
や
夏
の
高

温
、
豪
雨
な
ど
過
酷
な
環
境
で
し
た
。

私
に
限
ら
ず
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
農

業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
の
不
足
に
悩
ん

で
お
り
ま
す
。
と
は
言
え
、
働
い
て
お
給

料
を
貰
っ
て
い
る
息
子
た
ち
に
「
今
の
仕

事
を
辞
め
て
農
業
を
し
て
く
れ
」
と
は
な

か
な
か
言
え
な
い
も
の
で
す
。

自
分
の
家
業
と
い
う
責
任
感
と
、
そ
れ

で
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
現
状
を
政
治
で

な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
気
持
ち
と
。

5
年
後
、
10
年
後
の
先
行
き
が
見
え
な

お答えします
議会だより　№208　令和6年1月24日発行

　１階受付前のテレビで
議会中継されていた時、
聞こえにくいという内容
の寄稿がありました。
　そこで、音が小さい時
は庁舎案内人に声をかけ
ていただくことで調整できます。

見渡す限りの麦畑

い
現
在
で

す
が
、
食

と
そ
の
安

全
を
未
来

に
繋
げ
る

よ
う
に
し

て
い
き
た

い
で
す
。

で
す
。
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植物油インキを使用しています

議会からのお願い 議会だよりの取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

表紙の写真
躍動しています‼ペ

ン
を
お
い
て

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長

武
田

平
八

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

鈴
木　
　

博

副
委
員
長

佐
々
木
純
子

委　
　

員

吉
田

和
希

　
　
　
　
　
　

村
上
み
さ
と

　
　
　
　
　
　

佐
藤

光
夫

　
　
　
　
　
　

橋
浦

栄
一

　
　
　
　
　
　

及
川
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
26
日
か
ら
３
月
21

日
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た

る
３
月
会
議
が
無
事
終
了

し
、
緊
張
感
か
ら
解
放
さ

れ
た
の
も
束
の
間
、
翌
日

か
ら
議
会
だ
よ
り
作
成
の

た
め
各
自
の
原
稿
を
持
ち

寄
る
広
報
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
。
今
会
議
は
議
案
の

数
も
多
く
、
紙
面
の
構
成

を
ど
う
す
る
か
、﹃
議
会

の
視
点
﹄
で
町
民
の
皆
さ

ん
に
ど
う
伝
え
る
か
を
練

り
に
練
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
、
視

点
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か

し
合
い
、「
す
ご
い
！
」「
い

い
ね
！
」
と
互
い
を
称
え

合
え
る
広
報
広
聴
委
員
会

で
編
集
で
き
る
こ
と
に
毎

回
嬉
し
さ
と
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
。村

上
み
さ
と

紫
波
町
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

の
皆
さ
ん
を
撮
影
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
口
々
に
「
楽
し
い
！
」「
こ

こ
に
来
れ
ば
10
歳
若
返
る
！
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
最
高
齢
の
一

人
、
山
本
美
智
子
さ
ん（
88
）は
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
シ
ョ
ッ
ト
連

発
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
る

人
も
多
数
い
ま
し
た
。「
私
た
ち
は

躍
動
し
て
い
る
ん
だ
！
」
と
い
う

言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

４
月
か
ら
は
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

議
会
の
傍
聴
や
意
見
交
換
会

で
感
想
を
い
た
だ
き
議
会
運

営
に
生
か
そ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

町
内
在
住
で
、
満
18
歳
以

上
の
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
応
募
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

令
和
6
年
５
月
13
日（
月
）ま
で

任
　
　
期

２
年
間

募
集
人
員

10
人
以
内

※
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

意
見
交
換
会
に
出
席
の
際

は
、
交
通
費
程
度
を
支
給
し

ま
す
。

    

募
集
し
ま
す
！

議
会
モ
ニ
タ
ー

タ
ブ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
導
入
に
向
け
て
協
議
！

Ｉ
Ｔ
推
進
検
討
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
や
、
平
成
27
年
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る

矢
巾
町
議
会
を
視
察
し
、
導
入
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
利
便
性
、
操
作
性
な
ど
を
考
慮
し
て
機
種
の
選

定
や
、
使
用
ル
ー
ル
、
費
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
委
員
長

北
條

聡
）

議会活動の活性化
　　効率化を目指して

応
募
方
法

書
面（
様
式
自
由
）に
氏
名
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、

志
望
動
機
を
記
入
し
申
し
込

み
先
ま
で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し

く
は
持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

紫
波
町
議
会
事
務
局

〒
０
２
８-

３
３
９
２

紫
波
町
紫
波
中
央
駅
前
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